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事務局：

毎日新聞と愛読者をつなぐ

プレゼントなど盛りだくさん

「春の近江八幡」をテーマに、写真コンテストを行いま
す。六ッ切り以上（単写真のみ）。デジタルカメラ、カメ
ラ付携帯電話も可。近江八幡であれば題材は問いませ
んが、今年撮影の未発表作に限ります。

写真コンテスト作品募集
春の近江八幡を撮ろ春の近江八幡を撮ろう！春の近江八幡を撮ろう！

期間限
定

6月3030日まで日まで6月30日まで

水口曳山祭編

PRESENTPRESENTPRESENT

廃船の舟板などの古板を使って机、イ
ス、額、花入れ、お盆などに見事によみ
がえらせた作品展。
●場所：喫茶＆ギャラリー るーむ

（大津市和迩今宿800-1）
●時間：10：00～18：00●料金：無料
●お問い合わせ：喫茶＆ギャラリーるーむ

077-594-3573

07わがまち自慢

野　洲

お で か け カ レ ン ダ ー

■イベント情報は変更される場合があります。ご了承下さい ■価格は全て税込みです

大　津
フルオーケストラによるクラシックコンサート
【曲目】ビゼー作曲/カルメン組曲より

ファリャ作曲/恋は魔術師（メゾソプラノ独唱：三井ツヤ子）
フランク作曲/交響曲ニ短調  以上3曲

●場所：大津市民会館 大ホール
●開演：14:00（開場13：15）
●料金：前売り/一般1,000円 中高生以下700円

当日/一般1,300円 中高生以下1,000円 
●お問い合わせ：事務局 小濱/077-533-4485

5/28
（日）

6/18
（日）

彦　根
作家7名の作品約300点を展示。手づくりネクタイ・陶芸・陶画・
木工・レザークラフト・和小物・グラスアート・山の幸染め・
つる工芸・リサイクルガラス雑貨など。展示販売もあり。
●場所：ギャラリーいと～ 2階
●時間：9：30～17：30●料金：無料
●お問い合わせ：大橋よう子/0749-25-0218

大津市民会館滋賀県立近代美術館 栗東歴史民俗博物館 草津街道交流館

今週のわがまち自慢は彦根東部販売所か

らお届けします。販売所のある彦根市高

宮町は中山道の宿場まちとして栄えました。

街道沿いに参勤交代の時に大名が泊まっ

た本陣の表門などが残り、当時の様子を

しのぶことができます。

京都方面から中山道を通り高宮宿に入る

には、犬上川を越えなければなりません。

この川は、増水時に「川止め」で幾度と

なく川を渡れないことがあったそうです。

これを解消するため、1832（天保3）年に彦

根藩は地元の富豪などに呼びかけ、橋を

架けさせました。当時は、川渡しや仮橋

は有料であるのが普通でしたが、この橋

は渡り賃をとらなかったことから「むち

んばし」と呼ばれるようになりました。

まちの人々の気前の良さが分かります。

1977（昭和52）年、橋の橋脚改修工時の際、

脚下から二対の地蔵尊が発見されました。

町の人々は最初に橋が架けられ

た時の礎の地蔵尊として橋畔に

お堂を建立、「むちん橋地蔵尊」

と名づけて祀っています。

「5月の連休の頃は、こいのぼり

が両岸を結ぶように渡されてい

ました」と案内してくれた所長

の塚越さん。この

地で仕事をして約

10年になりますが、

まちの風景はあま

り変わっていない

そうです。街道沿

いの古い家は手入

れが行き届き、落ち着いた街道の風景が

とても気持ちの良い町でした。

5/30
（火）

5/25 
（木）

5/28
（日）

5/26 
（金）

6/25
（日）

5/27 
（土）

大　津

野洲近隣のアーティストたちが個性とこだわりの作品を持
って集まります。陶器・子供服・布小物・雑貨・お菓子・ドライ
フラワー・銀アクセサリーなど、全部で18店。
●場所：コミュニティーセンター やす 1階
●時間：11：00～15：00●入場料：無料
●お問い合わせ：ブルーベリー/077-586-4110

大　津

画家・版画家として関西の現代美術を代
表する存在だった泉茂（1922～1995）。彼
が1960年代のニューヨークにて、作家の
目でとらえた街角風景写真を詳しく紹介。
●場所：滋賀県立近代美術館
●時間：9:30～17:00（入館は16:30まで）
●料金：一般800円 高大生600円

小中生400円
●休館日：毎週月曜日
●お問い合わせ：滋賀県立近代美術館

077-543-2111

いしずえ

まつ


